
 ICTを活用した自己調整力の育成

　どのように学習すればよいのかを調整しながら学習していることを全体会で児童自身が発表した。児童の学習観が変
容したのは、教師がデジタル学習基盤を活用しながら、児童主体の授業を実現したからである。
　具体的には、スプレッドシート、フィグジャム、スライドといった汎用的アプリケーションを活用することで、児童は自分で
課題を設定し、計画を立て、学び方を決める姿へと成長した。同時に、教師の役割は、こどもが自己決定できる環境をデ
ザインし、支える存在へと変わった。
　これらの取組により、児童は自分の学びを自分で舵取りできるなどの実感をもつことができた。

全体会で６年生の児童３人が
「自己調整力」をテーマに

パネルディスカッションを行った。

パネルディスカッションで発表したスライド



　全体会では、信州大学教育学部の佐藤和紀先生から御助言をいただいた。「集団で学習するために、整理・整頓等の学

習規律を徹底させること」「学習目標・内容・学び方の観点で、どこまでこどもに委ねているのか教師自身が把握すること」

「自ら学び進めるこどもを育てる際の授業デザインや教師の役割」についてお話をいただき、参加した教員が自分の実践

を振り返りながら、今後の授業改善を考える機会となった。
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